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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 115,292 ― △1,745 ― △1,804 ― △2,163 ―
20年3月期第3四半期 94,728 ― △812 ― △619 ― △1,160 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △30.09 ―
20年3月期第3四半期 △16.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 227,193 29,480 13.0 410.04
20年3月期 226,678 37,927 16.7 527.51

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  29,480百万円 20年3月期  37,927百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 5.00 5.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 200,200 15.8 1,800 85.4 1,650 85.5 1,400 ― 19.47

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  73,531,406株 20年3月期  73,531,406株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  1,635,601株 20年3月期  1,632,729株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  71,897,525株 20年3月期第3四半期  71,899,897株



定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国発の金融不安に端を発した世界同時不況のなか、国内に

おいても急激な株価の下落、円高等が企業収益を圧迫するとともに、日々深刻化する雇用情勢等を背景に個人消費

も低迷し、景気は急速に悪化しております。

建設業界におきましては、国内の公共投資が依然として低調に推移するなか、企業の設備投資計画の見直しや住

宅不況により、厳しい経営環境が続いております。　

この様な状況のもと、第３四半期連結累計期間の業績は次の通りとなりました。

売上高につきましては、建設事業113,675百万円に不動産事業1,617百万円を加えた115,292百万円となりました。

建設事業の内訳は、建築工事91,200百万円、土木工事22,474百万円であります。

利益面につきましては、営業損失1,745百万円、経常損失1,804百万円となり、四半期純損失は2,163百万円となり

ました。

なお、建設事業におきましては、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているため、

第１四半期から第３四半期までの連結累計期間における完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期間の完成工事高

が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

２．連結財政状態に関する定性的情報

　（１）資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産の部につきましては、前連結会計年度末比514百万円増（0.2%増）の227,193

百万円となりました。その内訳としましては、流動資産は、前連結会計年度末比10,813百万円増（6.8%増）の170,156

百万円、固定資産は、前連結会計年度末比10,298百万円減（15.3%減）の57,037百万円となりました。

負債の部につきましては、前連結会計年度末比8,961百万円増（4.7%増）の197,713百万円となりました。その内

訳としましては、流動負債は、前連結会計年度末比9,994百万円増（6.8%増）の157,558百万円、固定負債は、前連

結会計年度末比1,032百万円減（2.5%減）の40,155百万円となりました。

純資産の部につきましては、前連結会計年度末比8,447百万円減（22.3%減）の29,480百万円となりました。

（２）キャッシュ・フローの状況　

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、25,490百万円となり、前連結会計年度末比

3,688百万円の減少となりました。

当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、5,956百万円の支出超過、投資活動による

キャッシュ・フローは、32百万円の収入超過、財務活動によるキャッシュ・フローは、2,193百万円の収入超過とな

りました。

 

３．連結業績予想に関する定性的情報

通期の業績見通しにつきましては、平成20年５月15日に公表いたしました連結業績予想に変更はございません。
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４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。　

 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①一般債権の貸倒見積高の算定方法

　一般債権の貸倒見積高の算定につきましては、前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率等を使用しています。

②固定資産の減価償却費の算定方法

　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づく年

間償却予定額を期間按分して算定しております。

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法により行っております。

 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

②　所有権移転外ファイナンス・リース取引につきましては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成5年6月17日（企業会計審議会第

一部会）、平成19年3月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

16号（平成6年1月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年3月30日改正））が平成20年4月1日以

降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四

半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法につきましては、リース期間を耐用

年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移

転外ファイナンス・リース取引につきましては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用

しております。

③　請負工事に係る収益の計上基準につきましては、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に

関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）が平成21年4月1日より前に開始する連結会計年度から適用でき

ることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、第１四半期連結会計期

間に着手した工事のうち当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事に

つきましては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につきましては工事完成基

準を適用しております。

　これにより、売上高は16,052百万円増加し、営業損失、経常損失は498百万円、税金等調整前四半期純損失は

474百万円減少しております。

④　販売用不動産につきましては、従来、個別法による低価法としていましたが、第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第9号　平成18年7月5日）が適用されたことに伴い、個別法によ

る原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しています。  

  これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失は106百万円増加しましたが、経常損失及び税金等調整前四

半期純損失への影響はありません。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 25,490 29,178

受取手形・完成工事未収入金等 38,168 46,665

有価証券 － 55

未成工事支出金 100,834 79,693

販売用不動産 386 263

その他 5,559 3,816

貸倒引当金 △282 △330

流動資産合計 170,156 159,342

固定資産   

有形固定資産   

土地 13,135 13,135

その他（純額） 5,277 5,408

有形固定資産合計 18,413 18,544

無形固定資産 76 80

投資その他の資産   

投資有価証券 37,278 47,401

その他 2,819 2,867

貸倒引当金 △1,550 △1,557

投資その他の資産合計 38,547 48,710

固定資産合計 57,037 67,336

資産合計 227,193 226,678



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 51,155 52,254

短期借入金 27,082 25,982

1年内償還予定の社債 1,492 3,694

未払法人税等 146 475

未成工事受入金 71,729 58,747

完成工事補償引当金 110 101

賞与引当金 411 631

工事損失引当金 4,705 4,686

その他 725 991

流動負債合計 157,558 147,563

固定負債   

社債 16,943 13,150

長期借入金 5,660 5,795

繰延税金負債 7,948 11,839

退職給付引当金 7,589 8,428

役員退職慰労引当金 166 164

その他 1,847 1,809

固定負債合計 40,155 41,187

負債合計 197,713 188,751

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,695 3,695

資本剰余金 522 522

利益剰余金 14,370 16,892

自己株式 △405 △404

株主資本合計 18,183 20,706

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11,551 17,375

繰延ヘッジ損益 △1 －

為替換算調整勘定 △253 △155

評価・換算差額等合計 11,297 17,220

純資産合計 29,480 37,927

負債純資産合計 227,193 226,678



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高  

完成工事高 113,675

不動産事業等売上高 1,617

売上高合計 115,292

売上原価  

完成工事原価 110,251

不動産事業等売上原価 575

売上原価合計 110,827

売上総利益  

完成工事総利益 3,423

不動産事業等総利益 1,041

売上総利益合計 4,465

販売費及び一般管理費 6,210

営業損失（△） △1,745

営業外収益  

受取利息 117

受取配当金 764

その他 225

営業外収益合計 1,107

営業外費用  

支払利息 664

為替差損 339

その他 161

営業外費用合計 1,166

経常損失（△） △1,804

特別利益  

前期損益修正益 135

貸倒引当金戻入額 63

その他 3

特別利益合計 202

特別損失  

前期損益修正損 102

投資有価証券評価損 466

その他 21

特別損失合計 590

税金等調整前四半期純損失（△） △2,191

法人税、住民税及び事業税 216

過年度法人税等戻入額 △237

法人税等調整額 △7

法人税等合計 △28

四半期純損失（△） △2,163



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △2,191

減価償却費 303

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39

工事損失引当金の増減額（△は減少） 18

退職給付引当金の増減額（△は減少） △839

受取利息及び受取配当金 △881

支払利息 664

投資有価証券売却損益（△は益） △1

投資有価証券評価損益（△は益） 466

売上債権の増減額（△は増加） 8,497

未成工事支出金の増減額（△は増加） △21,140

販売用不動産の増減額（△は増加） △122

仕入債務の増減額（△は減少） △1,099

未成工事受入金の増減額（△は減少） 12,982

その他 △2,574

小計 △5,956

利息及び配当金の受取額 880

利息の支払額 △571

法人税等の支払額 △308

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,956

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △125

投資有価証券の取得による支出 △53

投資有価証券の売却による収入 4

貸付金の回収による収入 132

その他 73

投資活動によるキャッシュ・フロー 32

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 965

社債の発行による収入 4,500

社債の償還による支出 △2,909

配当金の支払額 △359

自己株式の取得による支出 △0

その他 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,193

現金及び現金同等物に係る換算差額 42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,688

現金及び現金同等物の期首残高 29,178

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,490



　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等

（１）第３四半期連結損益計算書

 

 

　　　前年同四半期連結累計期間

　　　（自　平成19年４月１日

　　　　至　平成19年12月31日）

区分 金額（百万円）

Ⅰ　売上高 94,728

Ⅱ　売上原価 88,990

　　売上総利益 5,738

Ⅲ　販売費及び一般管理費 6,551

　　営業損失（△） △812

Ⅳ　営業外収益 1,054

Ⅴ　営業外費用 861

　　経常損失（△） △619

Ⅵ　特別利益 169

Ⅶ　特別損失 239

　　税金等調整前四半期純損失（△） △689

　　税金費用 471

　　四半期純損失（△） △1,160
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６．その他の情報

（１）四半期個別受注の概況　

１）個別受注実績

受　　注　　高

百万円 ％

21年３月期第３四半期 112,529 0.2

20年３月期第３四半期 112,271 △0.5

　（注）①受注高は、当該四半期までの累計額

　　　　②パーセント表示は、前年同四半期比増減率

 

受注実績内訳

区　　　分

平成20年３月期 平成21年３月期
比較増減

第３四半期 第３四半期

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

(百万円) （％） (百万円) （％） (百万円) （％）

建

 

 

設

 

 

事

 

 

業

建築

官公庁 12,595 15.4

72.8

8,116 9.6

75.3

△4,479 △35.6

民間 69,089 84.6 76,633 90.4 7,544 10.9

計 81,684 100.0 84,749 100.0 3,064 3.8

土木

官公庁 20,603 67.4

27.2

22,125 79.6

24.7

1,521 7.4

民間 9,983 32.6 5,654 20.4 △4,328 △43.4

計 30,586 100.0 27,780 100.0 △2,806 △9.2

合計

官公庁 33,199 29.6

100.0

30,241 26.9

100.0

△2,957 △8.9

民間 79,072 70.4 82,288 73.1 3,215 4.1

計 112,271 100.0 112,529 100.0 257 0.2

 

２）個別受注予想

通　　期

百万円 ％

21年３月期予想 190,000 12.2

20年３月期実績 169,304 △7.4

　（注）パーセント表示は、前年同期比増減率

 

　　なお、個別受注予想につきましては、平成20年５月15日の決算発表時に公表しました予想数値に変更はありません。
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